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　学生時代に東京から京都へ移ってきた私には、関西

の都市がとても奇妙に思えたものでした。関東は首都

の東京を中心に周りの都市がその機能を補完するよう

に関係を結んでいます。しかし、関西は大阪、京都、奈

良、神戸などがそれぞれ違う文化や特徴を持ちながら

並存しています。装いや機能の違う都市がゆるやかに

連携しているのが関西文化なのです。

　けいはんな学研都市は、そういった関西文化の歴史

と伝統を受け継いできました。各地域が階層性を作ら

ずに、クラスターとして連携する構造をもっています。

この3月に、これまでの30年間の歩みをまとめ、新た

な都市創造プランをまとめました。その構想の魅力は、

産官学民が協力する文化学術研究施設と住宅地との

複合型、クラスター型の開発であることでしょう。地元

住民の参加を重視し、これまで点から線へと発展させ

てきたネットワークを面的な広がりにしようというので

す。

　もう一つの魅力は、自然科学だけでなく人文社会科

学の施設や理念が多く盛り込まれていることです。千

年を超える歴史を誇る奈良や京都の文化遺産や伝統

知を活用して、人間に優しいスマートな都市づくりを目

指し、文理が融合して多くのイノベーションを創出しま

す。世界に誇る商業都市大阪や観光都市京都に近いこ

とも、国際的な事業を展開しやすい条件となります。こ

れからはＩＣＴ技術を活用するオープンサイエンスの時

代です。けいはんな学研都市は、関西の、そして日本の

科学技術と重厚な文化のショーケースとして、飛躍す

る新たな都市となってほしいと私は願っています。

けいはんな学研都市の未来
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特集
新たな都市創造プランの決定
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けいはんな学研都市新たな都市創造委員会第3回総会
けいはんなオープンイノベーションセンター(ＫＩＣＫ)

報道関係者も多数つめかけ、総会について、山極委員長のコメ
ントも含めてテレビ、新聞報道がなされ、けいはんな学研都市
の今後について期待感が高まっているところです。

　けいはんな学研都市は、現在

人口約25万人、約130の文化

学術研究施設が立地していま

す。世界トップクラスの研究をは

じめ、オンリーワン技術を活かし

た研究開発など様々な分野で顕

著な成果も現れており、世界でも

有数のサイエンスシティとして成

長してきています。

新たな都市創造プランとは
　1978年の「関西学術研究都市調査懇談会(通称奥

田懇)」での提唱をきっかけに建設が始まったけいはん

な学研都市。1987年の関西文化学術研究都市建設促

進法施行以来概ね30年、2005年度末に策定された

サードステージプラン(2006年度～2015年度)の最

終年を迎え、2015年7月に「けいはんな学研都市新た

な都市創造委員会」(委員長：山極壽一京都大学総長)が

設置されました。

　委員会には、顧問や学識経験者の先生方、国土交通

省をはじめとした国の関係省庁、経済界、企業、大学、地

元公共団体などけいはんなに関係する多くの方々が参

画し、2016年3月18日の第3回総会において「けい

はんな学研都市新たな都市創造に向けて―新たな都市

創造プラン―」が決定されました。

　このプランでは、これまでの30年の成果と到達点を

「多様な主体による様々なネットワークが生まれ、新た

な価値を創造する都市としていよいよ花開こうとする」

段階を迎えたと評価し、多くの方々が参画するけいはん

な学研都市の運営体制と2016年から概ね10年間の

めざすべきビジョンおよび行動の指針が示されました。
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特集
新たな都市創造のビジョン　～けいはんなが目指す姿～ 

世界情勢の変化が加速化するなかで、けいはんな学研都市の役割と、具現化すべき都市の姿を設定しています。

 

新たな都市創造のビジョン

世界の知と産業を
索引する都市

持続的に
イノベーションを
生み出す都市

科学・生活・文化・
自然環境が融合する
持続可能都市

文化学術研究都市
としての役割

具現化すべき
都市の姿

ビジョン実現に向けた4つの取組

●大学や研究機関等が相互に連携しながら、新たな知のフロンティアを開拓する拠点としての本都市の機能を一層充実
●自然科学、人文・社会科学の横断的な連携により「世界の未来像」についての多面的な研究の推進
●持続可能社会に向けた学術研究として、環境・エネルギー、人口・食糧・水問題、医療・脳科学など先端的な研究の展開を促進
●大学・研究機関と立地企業等の連携による人材育成を促進
●けいはんなならではの文化創造に向け、暮らしの中で文化、学術、科学を身近なものとし、様々な「知」を楽しむ教育、学習プログラム等の推進

１ 科学技術と文化の融合で知のフロンティアを開拓   

●マーケットを見据えた研究開発戦略構築や、知財、利害調整、フィールド実証支援など、オープンイノベーションを基軸に
　プロジェクトの創出と推進を一元的にサポートできる新たな仕組みを構築し、科学技術を活用した産業化を促進
●けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）やインキュベート施設、大学・研究機関との連携強化
●関西活性化へのエンジンの一つとして関西のイノベーション支援機関のネットワークを構築するとともに、地域産業との連携を強化
●世界とのつながりを強化するため、海外のサイエンスパークとの交流・連携や本都市にふさわしい国際会議や学会、セミナー等を積極的に誘致
●海外の教育・研究機関、企業の誘致を促進。居住・教育・就労などの受入環境を整備

2  オープンイノベーションで世界に展開　　　　　　　　　　　 

●急速に進化するICTを環境・エネルギー、交通、イノベーションなどに活用して新たなライフスタイル（スマートな暮らし）を育成
●歴史文化資源や自然環境を活かし、本都市の魅力を一層向上
●都市の多様性を一層高めるため、今後開拓していくべき分野をリードする研究機関等の誘致、
　研究施設等と連携効果が発揮できる生産施設等の導入検討、交流を支えるコンベンション機能の充実、強化
●国土軸との接続強化、関空や京都・大阪・奈良へのアクセスやネットワークの強化を図るため、学研都市連絡道路（国道163号）、
　山手幹線、大和中央道などの主要道路の未整備区間の整備を促進
●JR片町線（学研都市線）及びJR奈良線の複線化を促進、近鉄けいはんな線の延伸協議
●ICTを活用した次世代型の連節バス、カーシェアリングシステムなど、モビリティを高める新たな交通システム等の展開

3  世界に先駆けスマートな暮らしを育む次世代インフラ整備を促進 　　　　 

けいはんな30年の成果をふまえ
新たな都市創造プランの決定
ー「新たな都市創造会議」発足ー

世界の未来への貢献
人類の平和的・持続的共存に
向けた新たな知恵を創出する

知と文化の創造
科学・技術の様々な展開を地域で
受けとめ、知の交流を通じて

新しい文化や生活像を生み出していく

文化・学術研究の振興

 イノベーション推進

都市形成
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特集
新たな都市創造プランの決定

立地機関等が対等な立場で参画しながら新たな連携を生み出し、相乗効果のメリットを享受できるネットワーク型の運営体制を構築
①本都市全体のネットワークハブとなる新たな都市創造会議
②３つの分野における連携・協働による新たな仕組み
③都市運営の基盤となる情報の集約・発信の仕組み

2016年5月24日　都市形成部会と広報部会を合同開催し、両部会の活動を開始 !
■都市形成部会では、各委員から部会への期待や抱負及び取組情報が報告されました。
■広報部会では、課題の共有と今後の連携についての協議を行いました。

4  相乗効果を生み出すネットワーク型運営体制の構築　　　　　　　　　　    都市運営

けいはんな学研都市新たな都市創造会議 (平成28年4月1日創設)

総会
イノベーション推進会議

幹事会 都市形成部会

広報部会

　　　　  

学校法人立命館 立命館大学総合科学技術研究機構 上席研究員　村橋 正武
京都府公立大学法人 京都府立大学 名誉教授（京都府特別参与）　竹葉 剛
学校法人同志社 同志社大学 教授　渡辺 好章
国土交通省 大臣官房審議官  
内閣府 政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付 参事官（総括担当）  
総務省 情報通信国際戦略局 技術政策課長 
文部科学省 大臣官房政策課長 
経済産業省 経済産業政策局 地域経済産業グループ 立地環境整備課長 
総務省 近畿総合通信局長 
経済産業省 近畿経済産業局長 
国土交通省 近畿運輸局長 
国土交通省 近畿地方整備局長 
株式会社国際電気通信基礎技術研究所 代表取締役社長 
公益財団法人 国際高等研究所 理事長 
公益財団法人 地球環境産業技術研究機構 理事・研究所長 
国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 関西光科学研究所長 
国立研究開発法人 情報通信研究機構 ユニバーサルコミュニケーション研究所長 
国立国会図書館関西館長 
国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学長 
学校法人同志社 同志社大学長 
学校法人同志社 同志社女子大学長 
学校法人 大阪電気通信大学長 
学校法人 関西外国語大学長 
学校法人大阪国際学園 大阪国際大学長 
国立大学法人 奈良女子大学長 
国立大学法人 京都大学大学院 農学研究科長・農学部長 
国立大学法人 大阪大学 理事・副学長 
京都府公立大学法人 京都府立大学長 
独立行政法人 国立文化財機構 理事 奈良文化財研究所長 
けいはんな記念公園管理事務所長 
日本電信電話株式会社 ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所長 
パナソニック株式会社 先端研究本部 空間センシング研究部長 
大和ハウス工業株式会社 執行役員 総合技術研究所長 
オムロン株式会社 執行役員 常務 CTO 兼 技術・知財本部長 

 京セラ株式会社 中央研究所長 
 株式会社島津製作所 執行役員 基盤技術研究所長 
 サントリーホールディングス株式会社 常務執行役員 
 ロート製薬株式会社 リサーチビレッジ京都 所長　 
 参天製薬株式会社 奈良研究開発センター 施設長 
 積水ハウス株式会社 執行役員 総合住宅研究所長 
 公益社団法人 関西経済連合会 専務理事 
 京都商工会議所 専務理事 
 大阪商工会議所 専務理事 
 奈良商工会議所 専務理事 
 関西電力株式会社 理事 地域エネルギー本部 副本部長 
 大阪ガス株式会社 理事 近畿圏部長 
 近鉄グループホールディングス株式会社 執行役員 経営戦略部担当 
 京阪電鉄不動産株式会社 取締役 事業推進部長 
 京都府 副知事 
 大阪府 副知事 
 奈良県 副知事 
 京田辺市長 
 木津川市長 
 精華町長 
 枚方市長 
 四條畷市長 
 交野市長 
 奈良市長 
 生駒市長 
 独立行政法人 都市再生機構 理事 西日本支社長 
 株式会社けいはんな 代表取締役社長 
 ならやま研究パーク協議会長 
 関西文化学術研究都市 高山地区 立地施設等連絡協議会長 
 津田サイエンスヒルズ まちづくり協議会長 
 けいはんな学研都市 精華地区 まちづくり協議会長 
 関西文化学術研究都市 精華・西木津地区 研究機関協議会長 
 木津川市立地企業等懇談会 幹事 
  　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、順不同）

けいはんな学研都市新たな都市創造会議委員　2016年４月1日現在
＜会長＞　公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構 理事長 

＜顧問＞　国立大学法人 京都大学 総長　山極 壽一
　　　　  公益財団法人 先端医療振興財団 名誉理事長（京都大学名誉教授）　井村 裕夫
　　　　  公益財団法人 国際高等研究所長（京都大学名誉教授）　長尾 真
　　　　  公益財団法人 国際高等研究所 副所長（京都大学名誉教授）　松本 絋
　　　　  一般財団法人 アジア太平洋研究所 所長（大阪大学名誉教授）　宮原 秀夫
　　　　  公益財団法人 地球環境戦略研究機関 関西研究センター所長（大阪大学名誉教授）　鈴木 胖

＜委 員＞
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特集 住民と共に
未来都市を育む
新しい産業・ビジネスを
けいはんなの地から！

企業が集い、持続的にイノベーションを生み出す

　けいはんな学研都市は、その構想から３０年、立地施設の集積が進
むと同時に世界トップクラスの研究やオンリーワン技術を生かした研
究開発で世界有数のサイエンスシティとして成長してきました。これ
までの研究・開発成果を生かした新しい事業や産業の創出は、一企業
だけの力だけではもはや困難なため、産学、産産連携によるオープン
イノベーションを基軸とした連携体制づくりが必須となります。　
　この問題を解決するために、けいはんなR&Dイノベーションコン
ソーシアムが、先ごろ5月23日に発足しました。総会、技術・運営委員
会および各種ワーキンググループ（ＷＧ）から構成され、基本的には

オープンベースで自由な意見交換を通して会員相互の利益確保を目
指します。
　コンソーシアム発足に先駆け、関西文化学術研究都市推進機構は、
４月１日より連携のハブとなる新たな仕組みを創設し、RDMM支援セ
ンターを組織化しました。
　同センターは、コンソーシアム活動の事務局として参画企業の優れ
た知の融合を導く役割を果たします。企業間や企業-大学間の連携を
促進していく上で重要となる未来マーケットを見据えたコンセプトづ
くりや、特に知財、競合問題の調整等の課題解決を図っていきます。

　けいはんなR&Dイノベーションコンソーシアムは、学研都市内企業を中心に、新しい産業・事業を創出することを最大の目的とした共同体で
す。コンソーシアムの活動は大きく2つの活動に分かれます。

けいはんなR&Dイノベーションコンソーシアム誕生

●ワーキンググループ（WG)活動
　未来の事業分野ごとに構成したグループにおいて、新しい事業の
アイデアやけいはんなの立地を活かしたフィールド検証によってコ
ンセプト等を生みだす活動。議論の中からデザイン理論の手法を取
り入れながら新テーマのアイデア出しを行い、WGを醸成していく
「新テーマ創出WG」、企業ニーズの中から将来に渡って産業界を
支えていくのに必要な教育プログラムを企画し、提供していく「人材
育成WG」の活動を特徴としている。

●プロジェクト活動
　WG活動で絞り込んだテーマに対し、そのコンセプトやビジネス
モデルに基づいたプロトタイプを作ってPDCAサイクルを回し、事
業化に向けて青写真を作成する。それを基に研究開発・技術開発を
行い、製造プロセス開発等を確立し、事業の種を創出する。

総会

技術・運営委員会

会　長 西尾 大阪大学総長
副会長 推進機構 柏原理事長

事務局
RDMM支援センター

プロジェクト活動

WG活動

プロジェクト
1

プロジェクト
2

プロジェクト
3

WG A WG B WG C人材育成
WG

新テーマ創造
WG

● 知財/競合関係調整
● デザイン理論、テーマ評価ツールの提供
● フィールド検証支援

国研等
関係機関

けいはんな
基軸大学
有職者

活動成果
●連携事業
●事業コンセプト
●ビジネスモデル
●イノベーション
　基盤技術
●基本特許

学研都市
内外企業群
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特集
住民と共に
未来都市を育む
新しい産業・ビジネスを
けいはんなの地から！

　5月23日(月)、けいはんなプラザにおいてけいはんなR&Dイノベーションコンソーシ
アムの設立総会が開催され、会員や関係者など総勢105名が参加しました。
　第一部では、オープンイノベーションの重要性についての西尾会長のお話し、更には
コンソーシアムへの期待を込めた来賓からのメッセージに続き、京都大学十河先生によ
る特別講演「デザイン学に基づくイノベーションへの挑戦」、企業3社からの「コンソーシ
アムに期待するもの」と題した発表がありました。
　第二部では、グループディスカッション参加希望者が３つのグループに分かれて、活
動すべきと考えるビジネス分野、市場と技術から見た目指すイノベーションタイプを発表
しました。
　この日発表した関心分野も考慮しながら、分野別のワーキンググループを形成し、６月
中旬からコンソーシアムを本格始動していく予定です。　

コンソーシアム設立総会を開催

イノベーション創出支援のハブ組織　「RDMM支援センター」

　ＲＤＭＭ（Research & Development for Monodzukuri through Marketing)支援センターは、持続的にイノベーションを創出する
連携のハブ（hub）となる組織です。マーケットを常に見据えながら、サービスを含むものづくりのためのＲ＆Ｄ支援を行います。企業の強みを活か
しつつ新たな産業・事業の創出をコンソーシアム参画企業と共に目指していきます。

初期段階の研究開発をデザイン理論を使って
加速することで研究開発期間を短縮し、投資
効率の向上を目指す。

知財調整、利害調整により産官学連携を推進
し、又、アーリーステージＲ＆Ｄから事業化ま
でのワンストップ支援を行うことで新しい産業
創出のスピード化を目指す。

技術分野別育成プログラム、企業様が必要と
する教育プログラムを大学と共同で検討し、
提供する。

けいはんなの立地を活かしたフィールド検証
実験（国家戦略特区等の活用）を支援し、地域
住民の方々にもプロトタイプの評価など貴重
なご意見を頂けるプラットホームづくりを推進
する。得られた結果を基に開発者自らが、
PDCAを回し、事業化・ビジネス化の成功確
率をスパイラルアップしていける支援を行う。

企業の強みを活かしたイノベーションの推進

新しい産業・事業創出支援

新産業創出の
スピード化

人材育成
人材交流

研究開発期間
短縮・投資
　　効率向上

事業化成功
確率アップ

●知財調整による
　参官学連携推進
●企業への
　ワンストップ支援

デザイン理論を基に
アイデア創出とR&D
初期段階の加速

●分野育成
　プログラム提供
●要望教育
　プログラム検討

●特区フィールド
　検証
●住民プラットホーム
　作り

ＲＤＭＭ支援センター

12

34

方策

目的

引き続きコンソーシアムの会員を募集中！
事務局まで気軽にお問い合わせください。

公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構 RDMM支援センター｠
〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台1丁目7 けいはんなプラザ ラボ棟３Ｆ
TEL: 0774-98-2230　FAX: 0774-98-2202　
E-mail：rdmm@kri.or.jp  URL：http://www.kri.or.jp/rdmm/

1
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原子力機構改革と
量子科学技術研究開発機構
（量研機構）の発足

　「もんじゅ」のトラブル及び「J-PARC」の放射性物質漏えい
事故が引き金となり、平成25年5月に文部科学大臣を本部長と
する「日本原子力研究開発機構開発本部」が設置され、原子力
機構の組織体制・業務の見直しが議論されました。その結果、原
子力機構の業務を、福島原発事故対応、安全性向上に向けた研
究開発、原子力基礎基盤研究、核燃料サイクル等に重点化する
一方で、量子ビーム研究及び核融合研究については、原子力機
構からの切り離しを検討することになりました。この方針のも
と、関西研を含む「量子ビームの一部」と「核融合」を、千葉県に
ある「放射線医学総合研究所」に移管・統合し、新たな研究開発
法人を設立することになったものです。
　国会での法案成立に基づき発足した新しい組織は、国立研究
開発法人量子科学技術研究開発機構という名称で、「量研機
構」あるいは「量研」と略されます。英語では
National Institutes for Quantum and Radiological 
Science and Technology となり、略称はQSTです。職員
数は約1,200名で、初代の理事長には、前大阪大学総長で内
閣府総合科学技術・イノベーション会議議員も務められた平野
俊夫先生が就任されました。
　量研機構は、量子科学技術と放射線医学に関する科学技術の
向上を図ることを使命としています。ここで言う「量子科学技
術」とは、「原子を構成する微細な粒子及び光子等のふるまい及
び影響に関する科学及びこれを応用した技術」であり、ナノテク
ノロジー、ライフサイエンス、医療等の多様な分野において広が
りを持つとともに、産業技術としての利用を含めてイノベーショ
ンを支える基盤として近年重要性が急速に高まっており、その
名前を冠する新法人の設立は、極めてタイムリーなものである
と言えます。

新しい関西光科学研究所の
目指すもの

　量研機構において、関西光科学研究所は、群馬県にある高崎
量子応用研究所と並ぶ「量子ビーム科学研究部門」の中核研究
所として位置づけられています。世界トップクラスの高強度レー
ザーなどの技術開発を基盤として、それらを用いた学術の最先
端研究と、イノベーション創出に向けた産業・医療応用を推進し
ていきます。
　研究所の主力装置であるJ-KARENレーザーは、最近行わ
れた高度化によって、1,000兆ワット級の超高強度の極短パル
スレーザー光を発生できる装置に生まれ変わりました。これを
用いて、小型化・低価格化が期待されるレーザー駆動粒子線が
ん治療装置の実現などを目指した、各種粒子線のレーザー加速
研究が飛躍的に進展することが期待されています。また、「放射
線医学総合研究所」との統合効果を高めるため、新しく「量子
生命科学研究部」を設置し、放射線が生物に影響を与える仕組
みを分子レベルで解明する基礎的研究などを推進するととも
に、複合型光ファイバー技術の医療機器開発への転用や、針を
刺さずに測定可能な非侵襲血糖値センサーの開発など、具体
的な医療応用へ研究開発も進めてまいります。
　新たなイノベーション創出に向け、関西研が最近、最も力を
入れているもののひとつに、レーザーを用いたトンネルなどの
インフラ健全性検査技術の開発があります。多数のトンネルを
保有する我が国では、その老朽化が社会問題になっています。

　人手と時間のかかる従来の打音検査に代えて、レーザーを用
いてコンクリート内部の欠陥を遠隔・非接触で短時間に検知す
ることを目指し、レーザー技術総合研究所や理化学研究所と共
同で研究開発を進めています（戦略的イノベーション創造プロ
グラム）。
　新法人発足を機に、関西光科学研究所は、広く開かれた研究
所をめざし、大学、民間企業など外部機関との創造的連携をよ
り一層強めてまいります。また、広報活動強化にも努め、その一
環として、ホームページも大きくリニューアルいたしましたの
で、是非ともご覧いただき、種々のご意見を賜れれば幸いです。
新生関西研への皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上
げます。
　
量研機構ホームページ：http://www.qst.go.jp/

関西光科学研究所ホームページ： http://www.kansai.qst.go.jp/

Topics 
Topics 

関西光科学研究所の
組織改編

 ―原子力機構から
      量研機構へ―

　レーザーを中心とした「光」の研究開発を推進している関
西光科学研究所は、平成11年6月に特殊法人日本原子力研
究所関西研究所として京都府木津町（当時）で活動を開始し、
平成17年10月からは独立行政法人日本原子力研究開発機
構の一拠点として活動を行ってきました。このたび、同研究所
は、平成28年4月1日に発足した国立研究開発法人量子科
学技術研究開発機構の中核研究所のひとつとして新たなス
タートを切りましたので、ご紹介いたします。

光科学研究所

本部
放射線医学総合研究所

核融合研究所

六ヶ所

千葉
高崎

播磨
木津

那珂

量子応用研究所

量研機構の研究開発拠点

関西研周辺の航空写真
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　「もんじゅ」のトラブル及び「J-PARC」の放射性物質漏えい
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ンを支える基盤として近年重要性が急速に高まっており、その
名前を冠する新法人の設立は、極めてタイムリーなものである
と言えます。

新しい関西光科学研究所の
目指すもの

　量研機構において、関西光科学研究所は、群馬県にある高崎
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所として位置づけられています。世界トップクラスの高強度レー
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極短パルス高強度レーザー装置（J-KAREN）
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トップは語る
　わが研究所は「今」

制に移行しました。現在１２あるＮＴＴの研究

所のなかで、ＣＳ研が情報系の基礎研究を受

け持ち、物性科学基礎研究所が材料・物質系

の基礎研究を担っています。

　けいはんなと厚木で研究者は約１３０人。

ほぼ半数ずつです。人間と情報の本質を探

究し、革新的な技術を創出する。これがミッ

ションですが、情報科学と人間科学の両面

からこの課題に取り組んでいるのが、ＣＳ研

の特長と言えます。

　コミュニケーションに関することはすべて

幅広く手がけています。大別すると、①画

像、映像、音声などのメディア情報処理、②

機械学習・ビッグデータ解析や自然言語処

理・機械翻訳などの知能処理、③音声・音響

処理や符号化などの信号処理、④ナチュラ

ルインターフェイスの実現に向けて人間の

感覚・運動・情動の仕組みを明らかにする人

間情報科学。以上の４つです。

　研究成果を多くの方に知って頂き、そして

活用して頂くために、毎年６月第一週の２日

間、オープンハウスをけいはんなで開催して

います。ここ数年は、1000人以上の方に来

場いただいております。また、いま、人工知

能（ＡＩ）への関心が高まっていますが、ＣＳ研

で取り組んでいる研究は、すべて何らかの

かたちでＡＩに関わる技術であると認識して

います。

知覚機構の解明から知能
情報処理へ

　人間情報科学の領域では、視覚、聴覚、触

覚などの感覚情報に関する研究に取り組ん

でいます。視覚の研究者が人間の錯覚を利

用するという新しい発想で開発したのが、世

界で初めての光投影技術「変幻灯」です。

　肖像画の人物がほほ笑んだり、写真に

写った炎が、風で急に揺らめいたり‥。人間

の錯覚を巧みに利用して、絵画やポスター

から三次元物体そのものまであらゆるもの

にリアルな動きの印象を与えることができ、

エンタテーメントなどの幅広い分野から引き

合いがあります。

　触覚研究から生まれた成果では「ぶるな

び」があります。この装置を手で持つと、引っ

張られるような感覚、牽引力（けんいんりょ

く）錯覚がもたらされます。親指サイズへの

小型化や回転方向の牽引力提示にも成功し

ておりナビゲーション端末やゲーム機など

への応用が考えられます。

　大阪大学の石黒浩先生と協力して、アンド

ロイドロボットに、ＮＴＴの耐騒音集音、音声

認識、機械翻訳、雑談対話などの技術を搭載

し、人間とロボットとのコミュニケーションに

関する実験もしています。３月に米国テキサ

ス州のオースティンで開催されたSXSWで

披露をしました。

　ビッグデータ解析と機械学習による研究

では、人の流れを制御する「動的巡回スケ

ジュール推薦」があります。イベント会場な

どへの来客の集中を、データから事前に予

測。混雑を緩和する誘導手法を提案する技

術です。お客様と主催者が満足できる二重

の効果をもたらします。

　国立情報学研究所を中心とする人工知能

プロジェクト「ロボットは東大に入れるか」

（通称東ロボくん）には、２年ほど前から英語

担当として参画しています。東ロボくんは、

既に人間の受験生の平均点を上回る、つま

り偏差値が50を超える成績をおさめていま

すが、大事な点は、人間の小学生にはできる

けれどコンピュータには難しいことは何であ

るのかが明らかになってきたことです。こう

した地道な取り組みの中から、研究開発とし

て取り組むべき次の一手を冷静に見極めて

います。

　

「見えない
イノベーション」をつかめ

 私は基礎研究の営みを樹木の成長に例え

て、「果実（み）のなる樹木（き）を育てる」と

いう話をよくします。基礎研究は、ふとしたア

イデアや発想の転換が勝負です。議論して、

おもしろいねと認められて、人やお金が付い

て、つぼみになって、花が咲きます。論文や

特許が花にあたります。

　でも、ただ花が咲くだけでは意味がありま

せん。研究成果が完成された技術である果

実となり、さらにその実を誰か食べてくれる

人がいて、はじめて社会に貢献したことにな

ります。花を咲かせるまでのフェーズⅠに加

え、技術を完成させ製品やサービスに活用

するフェーズⅡ、新しいマーケットそのものを

つくるフェーズⅢという道のりも大切です。

　基礎研究は多くの場合、その課題がいつ

解けるかの予測が困難です。さらに、技術が

でき上がっていても、社会環境や周辺技術が

整っていないと実社会の中に浸透していき

ません。基礎研究のマネジメントは、この二

つの難しさを乗り越えていかなければなりま

せん。

　ＣＳ研発の技術を、いくつか挙げてみま

しょう。衆議院の議事録作成に2011年から

音声認識が導入されましたが、ベースの技術

は、2003年開発の200万語の大語彙認識

デコーダです。プロ用のサラウンド機器に搭

載され、2012年に日本オーディオ協会大

賞を受賞した残響制御技術は、基本原理の

考案が2005年です。どちらも実用化まで、

ほぼ10年の年月を要しています。

　2012年にサービスを開始したＮＴＴドコ

モの「しゃべってコンシェル」は、質問応答技

術が基本要素です。2001年に研究に着手

し、2年後のオープンハウスでは公開デモも

実施しましたが、当時はインターネットが今

ほど普及しておらず、周辺技術も整っていま

せんでした。

　蒸気機関や活版印刷機は誰にも分かるイ

ノベーションですが、例えば検索エンジンな

どの情報技術の場合、見え方が異なってい

て、その技術の本質がどこにあるのかが分

かりにくいのです。私は、【「情報技術の見え

ない」イノベーション】と呼んでいます。

 ただ、生活様式や産業構造に大きな変革を

もたらすイノベーションは、見えなくても、情

報技術の各分野で起きています。それが、

【情報技術の「見えないイノベーション」】で

す。基礎研究から生まれる研究成果の一つ

ひとつは、イノベーションの貴重な種であ

り、それらは時代の到来を待っています。イ

ノベーションにつながる可能性を秘めた新し

い技術に、いち早く気付いて、つかまえるこ

と。研究開発においても、ビジネス展開にお

いても、それが重要だと考えています。

けいはんな学研都市で活動する
研究機関のトップの方にインタビューし、
その研究所を紹介する「トップは語る
わが研究所は「今」」を新しくスタートします。
初回は、ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所の、
前田英作所長に語って頂きました。

ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所

前田 英作所長
前田 英作(まえだ・えいさく)氏
1961年生まれ。東京大学理学系大学院修士課程
動物学専攻科修了。1986年ＮＴＴ入社。ヒューマ
ンインタフェース研究所、基礎研究所、ケンブリッ
ジ大学客員研究員、コミュニケ―ション科学基礎研
究所人間情報研究部部長などを経て2013年４月
から現職。東京大学総合文化研究科非常勤講師。
工学博士(東京大学)。専門はパターン認識、機械
学習、生物情報処理、環境知能。

けいはんな・厚木で
研究者130人

　私たちの研究所（京都府相楽郡精華町光

台2-4；CS研）は1991年、ＮＴＴにおける関

西初の研究拠点として、コミュニケーション

科学研究所の名称で創設されました。ＮＴＴ

が持株会社に移行した1999年に、基礎研

究所情報科学部と合流して現在の名称とな

り、けいはんなと神奈川県厚木市の２拠点体
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制に移行しました。現在１２あるＮＴＴの研究

所のなかで、ＣＳ研が情報系の基礎研究を受

け持ち、物性科学基礎研究所が材料・物質系

の基礎研究を担っています。

　けいはんなと厚木で研究者は約１３０人。

ほぼ半数ずつです。人間と情報の本質を探

究し、革新的な技術を創出する。これがミッ

ションですが、情報科学と人間科学の両面

からこの課題に取り組んでいるのが、ＣＳ研

の特長と言えます。

　コミュニケーションに関することはすべて

幅広く手がけています。大別すると、①画

像、映像、音声などのメディア情報処理、②

機械学習・ビッグデータ解析や自然言語処

理・機械翻訳などの知能処理、③音声・音響

処理や符号化などの信号処理、④ナチュラ

ルインターフェイスの実現に向けて人間の

感覚・運動・情動の仕組みを明らかにする人

間情報科学。以上の４つです。

　研究成果を多くの方に知って頂き、そして

活用して頂くために、毎年６月第一週の２日

間、オープンハウスをけいはんなで開催して

います。ここ数年は、1000人以上の方に来

場いただいております。また、いま、人工知

能（ＡＩ）への関心が高まっていますが、ＣＳ研

で取り組んでいる研究は、すべて何らかの

かたちでＡＩに関わる技術であると認識して

います。

知覚機構の解明から知能
情報処理へ

　人間情報科学の領域では、視覚、聴覚、触

覚などの感覚情報に関する研究に取り組ん

でいます。視覚の研究者が人間の錯覚を利

用するという新しい発想で開発したのが、世

界で初めての光投影技術「変幻灯」です。

　肖像画の人物がほほ笑んだり、写真に

写った炎が、風で急に揺らめいたり‥。人間

の錯覚を巧みに利用して、絵画やポスター

から三次元物体そのものまであらゆるもの

にリアルな動きの印象を与えることができ、

エンタテーメントなどの幅広い分野から引き

合いがあります。

　触覚研究から生まれた成果では「ぶるな

び」があります。この装置を手で持つと、引っ

張られるような感覚、牽引力（けんいんりょ

く）錯覚がもたらされます。親指サイズへの

小型化や回転方向の牽引力提示にも成功し

ておりナビゲーション端末やゲーム機など

への応用が考えられます。

　大阪大学の石黒浩先生と協力して、アンド

ロイドロボットに、ＮＴＴの耐騒音集音、音声

認識、機械翻訳、雑談対話などの技術を搭載

し、人間とロボットとのコミュニケーションに

関する実験もしています。３月に米国テキサ

ス州のオースティンで開催されたSXSWで

披露をしました。

　ビッグデータ解析と機械学習による研究

では、人の流れを制御する「動的巡回スケ

ジュール推薦」があります。イベント会場な

どへの来客の集中を、データから事前に予

測。混雑を緩和する誘導手法を提案する技

術です。お客様と主催者が満足できる二重

の効果をもたらします。

　国立情報学研究所を中心とする人工知能

プロジェクト「ロボットは東大に入れるか」

（通称東ロボくん）には、２年ほど前から英語

担当として参画しています。東ロボくんは、

既に人間の受験生の平均点を上回る、つま

り偏差値が50を超える成績をおさめていま

すが、大事な点は、人間の小学生にはできる

けれどコンピュータには難しいことは何であ

るのかが明らかになってきたことです。こう

した地道な取り組みの中から、研究開発とし

て取り組むべき次の一手を冷静に見極めて

います。

　

「見えない
イノベーション」をつかめ

 私は基礎研究の営みを樹木の成長に例え

て、「果実（み）のなる樹木（き）を育てる」と

いう話をよくします。基礎研究は、ふとしたア

イデアや発想の転換が勝負です。議論して、

おもしろいねと認められて、人やお金が付い

て、つぼみになって、花が咲きます。論文や

特許が花にあたります。

　でも、ただ花が咲くだけでは意味がありま

せん。研究成果が完成された技術である果

実となり、さらにその実を誰か食べてくれる

人がいて、はじめて社会に貢献したことにな

ります。花を咲かせるまでのフェーズⅠに加

え、技術を完成させ製品やサービスに活用

するフェーズⅡ、新しいマーケットそのものを

つくるフェーズⅢという道のりも大切です。

　基礎研究は多くの場合、その課題がいつ

解けるかの予測が困難です。さらに、技術が

でき上がっていても、社会環境や周辺技術が

整っていないと実社会の中に浸透していき

ません。基礎研究のマネジメントは、この二

つの難しさを乗り越えていかなければなりま

せん。

　ＣＳ研発の技術を、いくつか挙げてみま

しょう。衆議院の議事録作成に2011年から

音声認識が導入されましたが、ベースの技術

は、2003年開発の200万語の大語彙認識

デコーダです。プロ用のサラウンド機器に搭

載され、2012年に日本オーディオ協会大

賞を受賞した残響制御技術は、基本原理の

考案が2005年です。どちらも実用化まで、

ほぼ10年の年月を要しています。

　2012年にサービスを開始したＮＴＴドコ

モの「しゃべってコンシェル」は、質問応答技

術が基本要素です。2001年に研究に着手

し、2年後のオープンハウスでは公開デモも

実施しましたが、当時はインターネットが今

ほど普及しておらず、周辺技術も整っていま

せんでした。

　蒸気機関や活版印刷機は誰にも分かるイ

ノベーションですが、例えば検索エンジンな

どの情報技術の場合、見え方が異なってい

て、その技術の本質がどこにあるのかが分

かりにくいのです。私は、【「情報技術の見え

ない」イノベーション】と呼んでいます。

 ただ、生活様式や産業構造に大きな変革を

もたらすイノベーションは、見えなくても、情

報技術の各分野で起きています。それが、

【情報技術の「見えないイノベーション」】で

す。基礎研究から生まれる研究成果の一つ

ひとつは、イノベーションの貴重な種であ

り、それらは時代の到来を待っています。イ

ノベーションにつながる可能性を秘めた新し

い技術に、いち早く気付いて、つかまえるこ

と。研究開発においても、ビジネス展開にお

いても、それが重要だと考えています。

お話から
　読書が趣味の一つで、ノンフィクショ

ンから思想、哲学、歴史など何でも読み

ます。広島出身のテレビディレクター、

ジャーナリストに堀川惠子さんというか

たがおられます。たまたま死刑制度に関

するNHKのスペシャル番組を観ていて、

すごいインタビュアーがいるものだと驚

いたことがありました。その番組のプロ

デューサであり、インタビュアーであっ

たのが堀川さんでした。題材の発掘だけ

でなく、取材対象との距離の取り方も素

晴らしく、学ぶことがたいへん多いです。

この方の著書、番組は、どれも素晴らし

いと思っています。

　けいはんな学研都市の課題を挙げる

とすると、やはり道路など交通アクセス

の整備でしょう。ただ、サントリーさんの

研究所が開設されたことで、雰囲気が変

わりつつありますね。地域活性化への効

果は大きいと思います。

トップは語る
　わが研究所は「今」

　同研究所のオープンハウス2016が、6月2、3日に行われ
ました。けいはんなオープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ）
での「京都スマートシティエキスポ」と同時開催になり、過去
最高の1,300名近い来場者で賑わいました。紹介された最新
の研究成果はWebサイトで情報発信されており、所長講演・
研究講演の映像も後日公開予定です。
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けいはんな
サイエンスカフェ

学びの輪・交流の和(第1回)
けいはんなを知る

異業種交流に会話弾む
サイエンスカフェ

＝推進機構が主催　１１年間で６５回＝

　けいはんなサイエンスカフェは、科学技術分野の識者をゲストス
ピーカーにお招きして、年に5回開催している異業種交流会です。機
構が主催し、2005年９月に初回を開催して今年5月で65回を重ねま
した。
　けいはんなプラザのラボ棟を主な会場に、学研都市に集積する企
業、研究機関の研究者や近隣の大学、自治体の関係者らが、業態やク
ラスターの垣根を越えて参加しています。
　開会は夕方の午後5時から。最先端の科学技術の内容や関連する
業界の動向などを約1時間ゲストに解き明かしていただいた後、交流
会に移り、疑問を率直に尋ねたり、自分の研究テーマについて助言を
求めたり。ゲストを囲んでのなごやかな懇談が続き、普段は接触のな
い研究者同士の会話も弾みます。
　11年前の初回のカフェは、日本原子力研究所関西研究所（現 量子
科学技術研究開発機構関西光科学研究所）の田島俊樹所長がゲスト
でした。「光と医療の接点」をテーマにお話いただき、これをきっかけ
に現在の「けいはんな光・医療産業バレー研究会」が発足しました。
　第64回は、奈良女子大学名誉教授・国際高等研究所フェローで、
G&L共生研究所GADV研究室長の池原健二氏より、遺伝子などに関
する長年の研究から構築した自身の仮説を披露いただき、第65回は
京都府立大学大学院生命環境科学研究科の織田昌幸准教授より、国
際宇宙ステーション「きぼう」で行われている無重力空間でのタンパ
ク質結晶生成実験についてお話いただきました。
　直近の2回では生命科学のテーマが続きましたが、ゲストは情報通
信、環境・エネルギー、脳科学、バイオなど幅広い分野からお招きして
います。

学研周辺の企業、研究機関、
自治体等および地域住民の方
1,000円（交流懇談飲食費として）
けいはんなプラザラボ棟
年間5回
(公財)関西文化学術研究都市推進機構
新産業創出交流センター（担当 井上）　
sciencecafe@kri.or.jp

第63回
（2016.2.5）

サントリーグローバル
イノベーションセンター
株式会社 上席研究員
田中 良和 氏　

「夢の青いバラに挑む」

第64回
（2016.4.27）

奈良女子大学 名誉教授
G&L 共生研究所・
国際高等研究所
池原 健二 氏

「生命誕生への道が
見えてきた！？
～GADV仮説を中心に～」

第65回
（2016.5.25）

京都府立大学大学院
生命環境科学研究科
准教授
織田 昌幸 氏

「タンパク質の形と働き！？　
～宇宙結晶から
生命科学への展開～」

最近の開催状況

若手研究者の交流会も
グループ討議で意見交換

　同じくゲストをお招きしての講演会というスタイルで「けいはんな若
手研究者交流会」も年に３回開催しています。こちらは、近隣企業や機
関の若手研究者を対象としており、率直な意見交換を主眼とした密度の
濃い交流を目的としています。
　3月開催の第32回は、精華町に昨年立地した大幸薬品京都工場・研
究開発センターのご協力を得て、同工場で実施。最新設備や事業内容
の説明を受けました。交流会では、学研都市への期待をグループごとに
討議。熱気あふれる意見発表に全員が盛り上がりました。
　第33回は、京都府中小企業技術センター主任研究員の上野義栄氏
をゲストに、7月6日に開催予定です。精華町と地元商工会は、個性豊か
かな和洋菓子店が多く集まる「スイーツのまち」をテーマに地域商業の
活性化に取り組んでいます。スイーツの開発事例などに関する上野氏
の講演の後、町内のお店が誇る絶品スイーツを参加者同士で試食。グ
ループ討議も行って、けいはんな発の新スイーツ誕生を応援します。
　若手研究者交流会に関するお問い合わせは、新産業創出交流セン
ター（担当 井上：サイエンスカフェの問合せ先と同じ）までご連絡くださ
い。

第64回けいはんなサイエンスカフェ 4月27日 けいはんなプラザラボ棟で
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参加対象者

参 加 費
主 な 会 場
開 催 頻 度
問 合 せ 先

:

:
:
:
:

「けいはんなサイエンスカフェ」に参加するには？

　機構ホームページ
　けいはんなポータル 

http://www.kri.or.jp/
http://keihanna-portal.jp/

開催情報はこちらに掲載されます



最先端の科学に学び、学びを通じて交流する。そんな活動から、けいはんな学研都
市の新たな力が生まれます。「学びの輪　交流の和」づくりに取り組む学研都市の
団体や市民・学生グループを４回連載で紹介します。
「けいはんなサイエンスカフェ」と「IIAS塾ジュニアセミナー」からスタートです。

日本の近代に学び
未来を拓く

「独立自尊の志」を
＝高等研 高校生らの「ジュニアセミナー」開講＝

　「IIAS塾ジュニアセミナー」は、公益財団法人国際高等研究所
（IIAS　京都府木津川市　以下は高等研と略称）が企画した、１８歳
前後のジュニア層を対象とする「独立自尊の志」養成講座です。第１回
の春季セミナーが今年３月、高等研のセミナー室や宿泊施設を利用し
て、２泊３日の日程で開催されました。
　参加したのは京都府、奈良県、大阪府、愛知県の計１８人の高校生
（男子１０人、女子８人）です。日本の近代化を導いた福澤諭吉、夏目漱
石、寺田寅彦の思想や行動を、京都大学名誉教授の佐伯啓思氏ら著名
な識者の講義から学びました。
　開講に当たって高等研は、京都府、奈良県、大阪府の各教育委員会
の後援を得て、問題解決力の有する人材育成に力を入れているスー
パーグローバルハイスクール（SGH）指定校などを訪問。学校側にプ
ログラムの内容を説明し、計１２の国公私立校から受講希望者が参加
しました。
　都道府県別の内訳は、京都府が同志社国際高校、府立南陽高校な
ど４校、奈良県が奈良女子大付属、県立郡山高校など４校、大阪府が
府立豊中高校など３校で、愛知県からも私立愛知高校から参加。サブ
テキストの図書購入代と交通費を除いた参加費用は、高等研が負担し
ています。
　京都大学と京都府立医科大学から６人の学生、大学院生が、チュー
ターとして全日程に参加。３つのグループ別に行われた討議に加わり、
大半が初めて顔を合わせた高校生同士の意見交換やレポート作成を
支援しました。
　高等研は、第２回となる夏季セミナーを8月上旬にも、春季に引き続
き開催を予定しており、目標とする人材の継続的育成を図る考えで
す。

「芯の強い ものの哀れが
分かる人間に」

長尾 所長

　持続可能な社会の実現に向けた課題を探り、解決策をみんなで一
緒に考える。この理念のもと、高等研は近代科学文明のあり方を再考
する機会として、学研都市の立地機関の関係者や近隣住民が参加す
る哲学カフェ「ゲーテの会」を、2013年から毎月１回開催していま
す。
　ゲーテの会は、昨年５月からテーマを「日本の未来を拓くよすが

（拠）を求めて」と設定。思想・文学、政治・経済、科学・技術の各分野で
日本の未来を展望した代表的な人物を取り上げ、識者による講演や参
加者同士の質疑を通して思索を重ねています。「独立自尊の志」を
持って未来を拓く若き人材の育成は、こうした取り組みから企画されま
した。
　春季セミナーの講師は、佐伯氏のほかに総合研究大学院大学名誉
教授の池内了氏と青山学院大学大学院特任教授の猪木武徳氏が担
当。３氏のゲーテの会での講演録がテキストに用いられました。
　佐伯氏は、西欧の模倣からの脱却と自我の確立を主張した夏目漱石
の文明論を解説。池内氏は、「天災は忘れた頃にやってくる」の言葉で
知られる物理学者・寺田寅彦の先見性や、文理融合的な発想の柔軟さ
を指摘。猪木氏は、独立自尊を唱えた福澤諭吉の思想を「公と私」の観
点から考察し、古典に親しむことの大切さを説きました。
　最終日は、高校生全員が３日間の体験の感想を発表。自分の考えを
率直に語り、他人の意見にも触れた喜びや、次回セミナーへの参加を
希望する声が多く聞かれました。この後、高等研の長尾真所長から受
講証が一人ひとりに手渡されました。
　長尾所長は「私の希望としては、芯の強い人間になる。ものの哀れ
が分かる人間になる。こういうことが、一番大事なのではと思っていま
す」と述べ、近代日本の典型的な人物に加えて、ギリシャ悲劇や源氏物
語などの学びも必要との考え方を表明。「皆さんには高等研のジュニ
アセミナーの第一期生として、しっかりした人生を歩み、日本の中核的
な人間になって、世界に羽ばたいていただくよう期待しています」と、
励ましの言葉を贈りました。
　　　　　　　　　　　　

けいはんなを知る

学びの輪・交流の和
(第1回)

IIAS塾
ジュニアセミナー

P10-11学びの輪・交流の和

受講証を手渡す長尾真・国際高等研究所所長（右） 3月21日 高等研で
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　2016年2月のキックオフ会議によりスタートした「けいはん
なリサーチコンプレックス（FS）事業」は、全参画機関が参加する
「オープンイノベーション会議」を4月までに4回開催しました。
企業、大学・研究機関がそれぞれのシーズや想いを発表、それに
対しての意見を交換し、また参画機関の研究所や大学の研究施
設を見学、更に講師を迎えての講演会などを開催しました。回を
重ね、けいはんなリサーチコンプレックス（FS）事業への理解や
認識が深まり、参加者同士が顔見知りになり積極的な交流が始
まっています。現在けいはんなリサーチコンプレックス（FS）事業
では次の取組を中心に活動しています。

　また並行して具体的な異分野融合テーマによる複数ＷＧ活動
が始まっています。参画機関の参加者は関心を持つＷＧに参加
し、活発な議論を繰り広げています。異分野融合テーマの検討は
参加者の意見や提案を反映・取り込みながらプロジェクト策定に
向けて進んでいます。テーマ検討の中で赤ちゃん・子供の成育や
教育に関する大学側からの研究報告に関しては、その課題の重
要性に多くの参加者が関心を示し、新たな気づきも得て熱心な議
論が続けられています。これらの議論から、各技術シーズを融合
し今までにない新たな分野でのプロジェクトの誕生が大いに期待
されます。けいはんなリサーチコンプレックス（FS）事業は産官
学金20機関以上での開始以降、オープンイノベーションの具体
的な取組に関心を持つ企業からの参画の申し出もあり、またテー
マに関連した企業への参加も呼びかけています。今後は順次参
画機関を拡大し、けいはんな地域を中心とした世界に向けた新産
業創出を実現するオープンイノベーションの仕組みを構築して行
きます。

異分野融合イノベーションで活発に議論

けいはんなリサーチコンプレックス（FS）事業
オープンイノベーション会議開催

① 参画機関のシーズ・ニーズの情報交流による異分野融合の
　 アイデアを創発する仕組みの構築

② 先端技術・将来発展領域・オープンイノベーション手法等の
 　調査・情報収集

③ 異分野融合ワーキンググループ（WG）の形成
　 テーマ別プロジェクト計画の立案、研究トライアルの実施

④ 地域内外の大学・研究機関及び企業との連携
 　ネットワークの構築

⑤ けいはんなイノベーションハブ活動による
 　人材育成・事業化支援の仕組みの構築

第2回オープンイノベーション会議
（同志社大学理工学部 三木研究室）

第3回オープンイノベーション会議
(ダイキン・テクノロジー・イノベーションセンター)

Topics 
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　当社は今期で65年目を迎える機械製作メーカーです。
主力製品は航空機や自動車などに用いられる炭素繊維強化プ
ラスチックCarbon Fiber Reinforced Plastic（以
下CFRP）を成形する熱硬化炉“オートクレーブ”です。この
CFRP用オートクレーブの日本のシェアは8割以上となり、業
界のパイオニアとして認知して頂いております。
　CFRPの重さは鉄の4分の1、強度は10倍という優れた材
料特性を持っており、軽くて強いことから様々な業界から多く
の注目を集めている材料です。CFRPの歴史は古く釣り竿や
ゴルフシャフトなどのスポーツ用品には幅広く使用されていま
すが、材料特性を充分に発揮した部品に採用している業界は
まだまだ多くありません。航空機や高級車など特殊な業界に留

まります。その原因はコストが非常に高価であるということで
す。当社はその問題を装置側で解決するための研究開発にも
積極的に取り組んでおります。
　今後の航空機需要の増加などから大阪の門真市にあった工
場では手狭になってしまった事と、本格的な研究開発体制を整
える為に移転して参りました。平成28年3月28日に竣工式を
行い、本格的に稼働を開始致しまし
た。今後、CFRP成形において新し
い装置・技術をここ高山から発信し
ていきたいと思っております。

　3月25日(金)、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
(現・量子科学技術研究開発機構)関西光科学研究所(京都府木
津川市)を会場として、「けいはんな光・医療産業バレー研究
会」を開催しました。
　同研究会は、けいはんな学研都市やその周辺地域で研究開

発が進む先進の光技術を医療や産業に応用展開し、産業クラ
スターの形成をめざすことを目的に平成17年9月に発足。現
在は、基本技術である高強度レーザーなどの先端シーズに基
づいた「けいはんな医工連携」の創出を狙いとして、医学や理
工学分野に関する情報提供、情報交換等の活動を進めていま
す。
　第58回目となる今回の研究会では、電機、医療、機械など
幅広い企業・機関の関係者が出席し、「高強度レーザーの高度
化と医療応用」をテーマとして、同機構量子ビーム応用研究セ
ンター先進光量子技術研究ディビジョン長の近藤公伯氏から
J-KAREN(※)レーザー実験の高度化について、また、同セ
ンター研究主幹の山川考一氏からはレーザーを用いた手のひ
らサイズの非侵襲血糖値センサーの開発について講演をいた
だきました。
　先端シーズの研究開発の現状や展望について学んだあと、
参加者は実験棟を見学。J-KAREN等実験装置の解説に対し
て熱心な質問が続くなど光技術の可能性について理解が深
まった様子で、充実した研究会となりました。

(※) J-KAREN：関西光科学研究所が管理運用するレーザー装置の中
で最も高い強度の光を生成することができるもので、性能は、世界トッ
プクラス。　高品質な量子ビームの発生源として内外の研究者の実験
に利用され様々な成果を生んでいる。

<本文中の名称・呼称は、開催当時のものです>

株
式
会
社

芦
田
製
作
所

株式会社芦田製作所　本社工場
〒630-0101 奈良県生駒市高山町8916番地11
● 敷地面積　6095㎡
● 事業内容　産業用熱処理装置の設計・組立・販売
● 生産品目　炭素繊維複合材成形装置オートクレーブ
　　　　　　ガラス用オートクレーブ、その他各種オートクレーブ

To
pics

 3 
To

pics
 4

第58回
「光・医療産業バレー研究会」を開催
～レーザーによるイノベーション創出を目指して～

NEw 新規立地企業紹介
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　関西文化学術研究都市（けいはんな学研都市）では、2016年
度から「新たな都市創造プラン」のもとでの新たなステージが始
まりました。「世界の知と産業を牽引する都市」、「持続的にイノ
ベーションを生み出す都市」、「科学・生活・文化・自然環境が融合
する持続可能都市」が目指されている中で、国立国会図書館関
西館は、資料・情報・施設を多角的にご利用いただくことで、けい
はんな学研都市の発展に寄与したいと考えております。
　国立国会図書館関西館は、この取組の一環として、2016年4
月に“けいはんな学研都市コーナー”を開設しました。このコー
ナーでは、けいはんな学研都市の歴史や現状、立地する企業・研
究機関の概要や研究成果などの資料を中心に、図書だけでなく、
広報誌やパンフレット等も併せて公開することにより、けいはん
な学研都市の情報センターとして、情報発信の場となることも目
指します。

けいはんな学研都市コーナーとは
　けいはんな学研都市コーナーは、関西館の総合閲覧室の入口
正面の書棚にあります（上記写真参照）。現在は、関西文化学術
研究都市推進機構（KRI）等が発行してきた過去の報告書類、こ
れからの研究の羅針盤ともなる国際高等研究所の発行するレ
ポート、立地企業の社史、自治体が発行する地方史誌など、およ
そ400冊の資料を展示しており、手に取ってご覧いただけます。
さらに、KRIが発行するパンフレットも取り揃えています。パンフ
レットやチラシは、保存用を除き、ご自由にお持ち帰りいただける
ようにしています。

 
　今後も立地機関・関係者の方々のご協力を仰ぎな
がら、けいはんな学研都市の歴史を知り、現在とつ
ながり、未来を創っていくための基礎となる情報の
収集・整理・保存、そして提供に努めていきます。こ
の取組を今後継続し、このコーナーが、研究者はも
とより、市民や学生も学研都市に関する情報を入手
できる場に、また、在住・在勤する方々が学研都市
への愛着を感じるきっかけとなるような場に、さら
には、学研都市の情報を発信していく拠点になるよ
う、育てていきたいと考えています。

コーナーの充実のための
ご協力を ！

　国立国会図書館では、納本制度等を通じて広く資料を収集して
いますが、けいはんな学研都市に関する資料の中には、関西館に
所蔵がないものが多数あります。次のような資料を収集しており
ますので、ご寄贈いただける場合には、情報をお寄せください。

●収集する対象
①けいはんな学研都市立地企業・研究所が発行または
　所蔵する、各機関の概要や研究成果に関する資料
②KRI等が発行または所蔵する、けいはんな学研都市に
　関する資料
③けいはんな学研都市内の自治体が発行または所蔵する
　各自治体の概要や歴史、現状などがわかる資料

●収集する資料の範囲
・冊子（一般書、調査報告書、広報誌、社史、技報、地方史誌など）

・メディア（会議の録音テープや、航空写真を格納したCD-Rなど）

・パンフレット*  
　*最新のものを複数部ご提供いただける場合には、1部を保存するほか、
　 余部を配布用としても利用させていただきます。

みなさまからの情報提供をお待ちしています。
下記の連絡先に情報をお寄せください。
国立国会図書館 関西館 文献提供課 参考係（関西館資料案内）
〒619-0287  京都府相楽郡精華町精華台8-1-3 
電話：0774-98-1341
E-Mail：ml-sanko@ndl.go.jp

“けいはんな学研都市コーナー”を開設
　国立国会図書館関西館

Topics 
Topics 
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　4月19日（火）、台湾科技部副大臣ご一行がけいはんな学研都
市を訪問され、学研都市の運営をはじめ、具体的な産学連携につ
いてけいはんなでの事例を紹介すると共に「互いの学び」として
意見交換を行ないました。
　台湾からは、科技部（日本の文部科学省に相当）の副大臣をは
じめ、各サイエンスパーク（新竹、台中、台南）の局長クラスの幹
部や、ITRI（台湾工業技術研究院：産業技術総合研究所に相当）
の幹部など18名が参加されました。尚、台湾とは、2014年10
月に台北で開催された台湾スマートヘルスケア国際フォーラム
にて、推進機構から基調講演を行っており、また、関経連視察団
が3月にITRI本部及び新竹サイエンスパークを訪問するなど、
継続的な交流を続けており、今回は関経連国際部などからも参加
いただきました。
　会議では、まず、推進機構の瀬渡比呂志常務理事よりけいはん
な学研都市の紹介と都市運営に関してご説明し、その後、台湾ＩＴ
ＲＩから、台湾におけるサイエンスパークと産学連携について紹
介いただきました。
　台湾のサイエンスパークは、主に北から新竹、台中、台南の３
つがあり、その中で最も古い新竹のサイエンスパークは1979
年設立で37年にわたる経験と実績を持っています。同国は、日
本同様に少子高齢化社会を迎える中で、生物医学分野の研究や

産業に力を入れており、大学での基礎研究と産業との連携が課
題となっているとのこと。サイエンスパークの運営という点で、台
湾科技部や各サイエンスパークに対して推進機構からも興味が
示され、熱心な議論が交わされました。
　最後に、台湾側からの要望により、推進機構の寺崎肇アドバイ
ザーからけいはんな学研都市ヘルスケア事業に関する産学連携
の取組や成果を紹介し、ヘルスケア分野における産業化の取組
方法や、地域住民も参画した実証実験などに関して意見交換を
行いました。

台湾科技部副大臣ご一行が
関西文化学術研究都市推進機構を訪問
～けいはんな学研都市の運営や産学連携事例を紹介し意見交換～

15
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注目! 企業
       インタビュー

天然の活性酸素除去効果を
もつシトルリンに着目
～「砂漠の水がめ」
カラハリスイカ～

　当社の取締役である横田奈良先端大名誉
教授（当時は教授）は、砂漠の緑化に役立つ
さまざまな植物を研究していたさなか、野生
種スイカ「カラハリスイカ」に活性酸素を除く
性質を持った「シトルリン」という成分が多量
に含まれていることを解明しました。カラハリ
スイカは、灼熱のカラハリ砂漠で青々とした
実をつけ、砂漠の民サン族から「砂漠の水が
め」と呼ばれてきました。シトルリンは活性酸
素ヒドロキシル・ラジカルの消去に優れてお
り、この成分に着目して、分離精製、栽培ノウ
ハウの習得、さらにドリンク剤や化粧品など
の商品開発を実施しました。現在は商品化は
せず、液体や粉末に加工して原料として販売
しています。POLAやノエビアなど多数の化
粧品会社から引き合いがあって、ドリンク剤
についてはおそらく年間100万本以上売れ
ていると思います。奈良県御所市の指定農場
で今年は年間約10ｔを栽培する計画で、遊

休農地活用といった意味でも期待されてい
ます。
　またカラハリスイカはわずかな水分でも取
り込もうと地中深くにしっかりと根を張り、長
いものでは数十ｍに及びます。その遺伝子を
ジャガイモに入れているのです。光合成促成
遺伝子と根成長促進遺伝子をジャガイモに
入れると、イモの数が増えたり大きくなるだ
けでなく、成長も速くなり、3倍から3.5倍く
らいの生産量が確保できるようになります。
東南アジアやアフリカでの実用化に向け、光
合成の能力を高めたジャガイモの栽培を計
画しています。

医療用タンパク質を
植物の力を借りて生産
～次世代型植物工場で
高付加価値レタス栽培～

　近年海外では、ワクチンなどの医療用タン
パク質を植物の葉緑体で大量生産する研究
が盛んに行われています。なかでもヒトチオ
レドキシン1は、もともと京大医学部の淀井
名誉教授が1989年に発見した生体防御タ

ンパク質で、まだ医薬品として確立している
訳ではありませんが、アンチエイジング、発
がん抑制、アレルギー・アトピーの抑制効果
などが認められています。レタスの葉緑体に
ヒトチオレドキシン１遺伝子を導入し多量に
合成する技術を、奈良先端大と京都大学と
の共同研究で2008年に開発しました。最
近特に注目されているのが、放射線障害予
防への活用です。福島県の原発事故以来、
かなり大きな問題になっていますが、生体防
御機構の活性化を促すことが報告されてお
り、早くそれをなんとか国内に備蓄すること
ができないかと考えています。
　医療用タンパク質の生産には大腸菌を使
う方法もありますが、今回のようにレタスな
どの植物を利用した方法は、太陽エネル
ギーと大気中のCO2工業利用・高い安全性・
低コスト生産・可食などの優位性と、環境に
もやさしいということで注目されている事業
の1つです。ただ、遺伝子組み換え作物であ
るため、日本国内では完全に閉鎖された場
所での栽培に限られます。現在、NAIST内
の次世代型植物工場で試験栽培や精製作業
をしており、早期事業化に向けた開発に取組
んでいます。

途上国への科学技術協力
～次世代エネルギー植物

ヤトロファ～

　文部科学省のプロジェクトとしてアジア、
アフリカへの科学技術協力の目的で研究し
ていたヤトロファは、中南米原産の熱帯植物
です。ヤトロファの種子は油分含有量が多
く、3～4kgの種子から1リットルの油が採れ
るため非常に効率が良いし、大気中のCO2
濃度を上昇させない、いわゆるカーボン・
ニュートラルなエネルギー源になります。種
子には有毒の成分があるため、無毒化や、さ
らには生産性向上のための研究、海外での
試験栽培をやってきました。痩せた土地でも
比較的簡単に栽培でき緑化事業に有効であ
ること、食糧生産と競合せず森林伐採などが

起こりにくい次世代エネルギー植物として世
界から注目されています。

消費者のための
遺伝子組み換えをめざして
　
　近いうちに世界人口は100億人に達する
と言われています。一方で、農業は縮小傾向
にあり、そうなると人を養っていくためには
技術が必要です。特にアジアやアフリカ地域
など、現在でも十分に食べ物がない地域で
の問題はさらに深刻です。乾燥に強く生産性
の良い野菜を作ることができれば、食糧援助
などに頼らず自分たちで賄うことができま
す。
　文部科学省や経済産業省では研究が奨励
されているため各種の補助金が我々の研究
資金の主な柱となっていますが、一方で遺伝
子組み換え作物には根強い抵抗感があり、
国内では厳しく規制されているため、事業化
には高いハードルが存在しています。遺伝子
組み換えの活用の考え方には二通りあって、
生産者のための技術と消費者のための技
術。トウモロコシや大豆は世界的に見れば9
割が遺伝子組み換えですが、それは大量生
産を可能にする生産者のための技術です。
日本は食料としてそれを輸入していますが、
苗を輸入して屋外で育てることはできませ
ん。
　我々が取り組もうとしているのは消費者
のための遺伝子組み換えであり、環境・エネ
ルギー、食糧増産、健康・医療の分野に、自社
固有の葉緑体形質転換技術や光合成促進技
術などを活用し、植物バイオテクノロジーの
事業化に挑戦していきたいと思っています。
おいしく安全で、健康にもよい、あるいはエ
ネルギー問題などの解決に役立つものであ
れば誰も反対しないでしょう。将来的にどの
程度規制緩和がされるかはわかりませんが、
いつか国内での環境が整うまで待つしかな
いと思っています。海外で展開した方が早い
事業は海外で取り組みますが、機が熟した時
のために体力をつけておく、技術を確立して

おくことが大事だと考えています。自社の研
究開発能力や技術を最大限に発揮できる分
野である植物の遺伝子関連事業に注力して
いきたいと考えています。

プロフィール　
植物ハイテック研究所（PhiT：ファイト）は植物の生
産性や環境耐性の増強等の研究成果を社会に還元
するべく、2004年4月に設立されました。NAIST
の保有する知的財産権を活かした事業化をめざし
て、2006年に主力商品であるカラハリスイカ関連
商品を発売しました。商品企画や営業・販売を強化
するため2013年に(株)ユーグレナのグループ会社
となり、現在では製品開発や販売業務については親
会社に任せ、健康・環境・資源・エネルギー・食糧問題
等の解決に向けた研究に注力しています。

代表取締役社長 西永 正博 氏

株式会社植物ハイテック研究所
今回は、奈良先端科学技術大学院大学（NAIST）の植物系教授を中心に
設立された大学発バイオベンチャーをご紹介します。
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天然の活性酸素除去効果を
もつシトルリンに着目
～「砂漠の水がめ」
カラハリスイカ～

　当社の取締役である横田奈良先端大名誉
教授（当時は教授）は、砂漠の緑化に役立つ
さまざまな植物を研究していたさなか、野生
種スイカ「カラハリスイカ」に活性酸素を除く
性質を持った「シトルリン」という成分が多量
に含まれていることを解明しました。カラハリ
スイカは、灼熱のカラハリ砂漠で青々とした
実をつけ、砂漠の民サン族から「砂漠の水が
め」と呼ばれてきました。シトルリンは活性酸
素ヒドロキシル・ラジカルの消去に優れてお
り、この成分に着目して、分離精製、栽培ノウ
ハウの習得、さらにドリンク剤や化粧品など
の商品開発を実施しました。現在は商品化は
せず、液体や粉末に加工して原料として販売
しています。POLAやノエビアなど多数の化
粧品会社から引き合いがあって、ドリンク剤
についてはおそらく年間100万本以上売れ
ていると思います。奈良県御所市の指定農場
で今年は年間約10ｔを栽培する計画で、遊

休農地活用といった意味でも期待されてい
ます。
　またカラハリスイカはわずかな水分でも取
り込もうと地中深くにしっかりと根を張り、長
いものでは数十ｍに及びます。その遺伝子を
ジャガイモに入れているのです。光合成促成
遺伝子と根成長促進遺伝子をジャガイモに
入れると、イモの数が増えたり大きくなるだ
けでなく、成長も速くなり、3倍から3.5倍く
らいの生産量が確保できるようになります。
東南アジアやアフリカでの実用化に向け、光
合成の能力を高めたジャガイモの栽培を計
画しています。

医療用タンパク質を
植物の力を借りて生産
～次世代型植物工場で
高付加価値レタス栽培～

　近年海外では、ワクチンなどの医療用タン
パク質を植物の葉緑体で大量生産する研究
が盛んに行われています。なかでもヒトチオ
レドキシン1は、もともと京大医学部の淀井
名誉教授が1989年に発見した生体防御タ

ンパク質で、まだ医薬品として確立している
訳ではありませんが、アンチエイジング、発
がん抑制、アレルギー・アトピーの抑制効果
などが認められています。レタスの葉緑体に
ヒトチオレドキシン１遺伝子を導入し多量に
合成する技術を、奈良先端大と京都大学と
の共同研究で2008年に開発しました。最
近特に注目されているのが、放射線障害予
防への活用です。福島県の原発事故以来、
かなり大きな問題になっていますが、生体防
御機構の活性化を促すことが報告されてお
り、早くそれをなんとか国内に備蓄すること
ができないかと考えています。
　医療用タンパク質の生産には大腸菌を使
う方法もありますが、今回のようにレタスな
どの植物を利用した方法は、太陽エネル
ギーと大気中のCO2工業利用・高い安全性・
低コスト生産・可食などの優位性と、環境に
もやさしいということで注目されている事業
の1つです。ただ、遺伝子組み換え作物であ
るため、日本国内では完全に閉鎖された場
所での栽培に限られます。現在、NAIST内
の次世代型植物工場で試験栽培や精製作業
をしており、早期事業化に向けた開発に取組
んでいます。

途上国への科学技術協力
～次世代エネルギー植物

ヤトロファ～

　文部科学省のプロジェクトとしてアジア、
アフリカへの科学技術協力の目的で研究し
ていたヤトロファは、中南米原産の熱帯植物
です。ヤトロファの種子は油分含有量が多
く、3～4kgの種子から1リットルの油が採れ
るため非常に効率が良いし、大気中のCO2
濃度を上昇させない、いわゆるカーボン・
ニュートラルなエネルギー源になります。種
子には有毒の成分があるため、無毒化や、さ
らには生産性向上のための研究、海外での
試験栽培をやってきました。痩せた土地でも
比較的簡単に栽培でき緑化事業に有効であ
ること、食糧生産と競合せず森林伐採などが

起こりにくい次世代エネルギー植物として世
界から注目されています。

消費者のための
遺伝子組み換えをめざして
　
　近いうちに世界人口は100億人に達する
と言われています。一方で、農業は縮小傾向
にあり、そうなると人を養っていくためには
技術が必要です。特にアジアやアフリカ地域
など、現在でも十分に食べ物がない地域で
の問題はさらに深刻です。乾燥に強く生産性
の良い野菜を作ることができれば、食糧援助
などに頼らず自分たちで
賄うことができます。
　文部科学省や経済産業
省では研究が奨励されて
いるため各種の補助金が
我々の研究資金の主な柱
となっていますが、一方で
遺伝子組み換え作物には
根強い抵抗感があり、国
内では厳しく規制されて
いるため、事業化には高
いハードルが存在してい
ます。遺伝子組み換えの
活用の考え方には二通り
あって、生産者のための
技術と消費者のための技
術。トウモロコシや大豆は
世界的に見れば9割が遺
伝子組み換えですが、そ
れは大量生産を可能にす
る生産者のための技術で
す。日本は食料としてそれ
を輸入していますが、苗を
輸入して屋外で育てることはできません。
　我々が取り組もうとしているのは消費者
のための遺伝子組み換えであり、環境・エネ
ルギー、食糧増産、健康・医療の分野に、自社
固有の葉緑体形質転換技術や光合成促進技
術などを活用し、植物バイオテクノロジーの
事業化に挑戦していきたいと思っています。

おいしく安全で、健康にもよい、あるいはエ
ネルギー問題などの解決に役立つものであ
れば誰も反対しないでしょう。将来的にどの
程度規制緩和がされるかはわかりませんが、
いつか国内での環境が整うまで待つしかな
いと思っています。海外で展開した方が早い
事業は海外で取り組みますが、機が熟した時
のために体力をつけておく、技術を確立して
おくことが大事だと考えています。自社の研
究開発能力や技術を最大限に発揮できる分
野である植物の遺伝子関連事業に注力して
いきたいと考えています。

注目企業

株式会社植物ハイテック研究所

約2年前に収穫したというカラハリスイカ。腐らず、
直射日光の降り注ぐ窓際に置かれた状態でも干か
らびることもなく、みずみずしさを保っている。

オフィスの窓際に置かれた鉢植えのヤトロファ。
ピンポン玉のような実ひとつから3～4個の種子が
とれる。国内では沖縄ぐらいでしか栽培できない
が、東南アジアやボツワナでは十分産業として成り
立つという。

〒630-0101 奈良県生駒市高山町8916-12　高山サイエンスプラザ内
TEL：0743-72-5850　FAX：0743-72-5851
URL: http://www.phit.co.jp/
E-mail: info@phit.co.jp
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温故知新
　　　　　木津川市
 霊場めぐりの諸相

南山城三十三所観音霊場

Ⅰ  江戸時代の物詣
　観音巡礼でよく知られているのは、「西国三十三所観音霊場」で
す。この霊場めぐりは、平安時代中期から続く、修験道の行を目的に、
霊場寺院やお堂に安置されている観音像を礼拝して順番にめぐる巡
礼です。
　現在の巡礼は、和歌山県那智勝浦の那智山青岸渡寺(如意輪観音)
を第一番とするもので、概ね近畿地方に点在する観音信仰の山林寺
院をめぐり、岐阜県の揖斐川町の谷汲山華厳寺を最終の第三十三番
とします。近年、巡拝希望者が多く、各旅行会社が競ってバスによる参
拝ツアーを企画し賑わいを見せています。この巡礼のコースは、古来
より一定しているわけではなく、特に、戦乱が多発していた室町時代
には、訪れる寺院も異なっていたり、順路も違っていました。

　西国三十三所観音霊場として、南山城には、宇治の三室戸寺(千手
観音)がありますが、近いと云えば奈良市の興福寺南円堂(不空羂索
観音)の方がなじみがあるかしれません。
　観音の霊場という意味では、南山城にも多くの観音が祀られていま
す。白洲正子の『十一面観音巡礼』に木津川流域の十一面観音が紹介
されて知られるようになりましたが、平成26年5月に京都国立博物館
で開催された「南山城の古寺巡礼」展で、その仏教美術の重厚さに目
を見張られた方も多かったのではないでしょうか。木津川市内には、
多くの古仏が伝えられており、古くから信仰の対象とされてきました。
　江戸時代に入ると、世の中も安定し、人々の動きも広範囲に及ぶよ
うになります。まだ村を出るには制限を受けることが多い中、寺社詣
は、一般の人が大手を振って出かけることができる数少ない機会だっ
たのです。

Ⅱ  南山城の霊場めぐり
　南山城の三十三所霊場は、海住山寺にゆかりを持つ如範という禅
宗のお坊さんがまとめたものです。そのためでしょうか、瓶原の海住
山寺本堂を第一番、中興解脱房貞慶の奥ノ院(老宿坊)を第二番として
始まります。巡礼の範囲は、加茂、木津、精華、京田辺、井手、山城と南
山城の中で完結しています。いずれも観音像を祀る寺院やお堂です
が、海住山寺の２躯の十一面観音像はともに平安時代のもので、重要
文化財に指定されています。
　第三番は、木津川を越えて兎並の燈明寺(廃寺)を巡礼します。現在
は、寺跡を管理する川合京都仏教美術財団の管理する収蔵庫に５躯
の観音像が祀られています。
　第八番の木津清水の大きな五輪塔(重要文化財)の近くにあった観
音堂や、第三十二番の山城町椿井の松尾神社に隣接していた伝香寺
などは、災害や政治的な環境の変化によって存在自体がわからなく
なっています。このように、現在は廃寺になっているところも多く、明
治以降にお寺を維持できずに、近くの寺院に統合されたり、消滅した
ところも見られます。
　祀られている観音像もさまざまです。もちろん、国宝や重要文化財
に指定されるような古仏や寺院創建時に因縁を持つ観音像も多く、木
彫仏が主流ですが、第九番の市坂の動(ゆるぎ)観音堂にある大永四
年(1524)銘を持つ石造十一面観音像や、第二十八番の綺田の国見
観音は、鎌倉時代の石造聖観音像です。
　この観音巡礼は、現在でもお詣りできるところもありますので、訪
ねられてはいかがですか。

第一番

第二番

第三番

第四番

第五番

第六番

第七番

第八番

第九番

第十番
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(木津川市加茂町観音寺)

(木津川市鹿背山鹿曲田)

(木津川市木津宮ノ堀)

(木津川市木津清水)

(木津川市市坂幣羅坂)

(木津川市才ノ神)

(精華町大字祝園小字国友)

(精華町大字南稲八妻小字政ケ谷)

(精華町大字北稲八間小字焼山)

(精華町大字北稲八間小字焼山)

(精華町大字下狛小字長芝)

(精華町大字下狛小字林前)

十一面観音

十一面観音

五観音

十一面観音

聖観音

千手観音

十一面観音

聖観音

十一面観音

十一面観音

十一面観音

十一面観音

十一面観音

聖観音

十一面観音

千手観音

重要文化財(本尊）

重要文化財

廃寺（財団管理）

観音堂廃棄(観音像は本堂に安置)

廃寺(同所地蔵院の十一面観音立像か)

廃寺(同所西念寺に安置)

廃堂

動観音堂(大永四年(１５２４)銘の石仏の十一面観音）

重要文化財

廃寺(蓮台寺に引継ぎ)

町指定文化財

廃寺(観音寺に引継ぎ）

廃寺

第九番 市坂の動観音堂の石造十一面観音立像第二番 海住山寺奥ノ院(老宿坊) 第三番 燈(東)明寺の五観音立像(寺院は廃寺)

巡番 寺院名 所在地 霊場仏 備考

●

　山城国の南部、木津川流域の南山城には、かつて「南山城三十三所観音霊場」という霊場めぐりがありました。
　現在の相楽郡域と京田辺市、井手町に展開する地域の観音霊場です。

ものもうで
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温故
知新
 

Ⅰ  江戸時代の物詣
　観音巡礼でよく知られているのは、「西国三十三所観音霊場」で
す。この霊場めぐりは、平安時代中期から続く、修験道の行を目的に、
霊場寺院やお堂に安置されている観音像を礼拝して順番にめぐる巡
礼です。
　現在の巡礼は、和歌山県那智勝浦の那智山青岸渡寺(如意輪観音)
を第一番とするもので、概ね近畿地方に点在する観音信仰の山林寺
院をめぐり、岐阜県の揖斐川町の谷汲山華厳寺を最終の第三十三番
とします。近年、巡拝希望者が多く、各旅行会社が競ってバスによる参
拝ツアーを企画し賑わいを見せています。この巡礼のコースは、古来
より一定しているわけではなく、特に、戦乱が多発していた室町時代
には、訪れる寺院も異なっていたり、順路も違っていました。

　西国三十三所観音霊場として、南山城には、宇治の三室戸寺(千手
観音)がありますが、近いと云えば奈良市の興福寺南円堂(不空羂索
観音)の方がなじみがあるかしれません。
　観音の霊場という意味では、南山城にも多くの観音が祀られていま
す。白洲正子の『十一面観音巡礼』に木津川流域の十一面観音が紹介
されて知られるようになりましたが、平成26年5月に京都国立博物館
で開催された「南山城の古寺巡礼」展で、その仏教美術の重厚さに目
を見張られた方も多かったのではないでしょうか。木津川市内には、
多くの古仏が伝えられており、古くから信仰の対象とされてきました。
　江戸時代に入ると、世の中も安定し、人々の動きも広範囲に及ぶよ
うになります。まだ村を出るには制限を受けることが多い中、寺社詣
は、一般の人が大手を振って出かけることができる数少ない機会だっ
たのです。

Ⅱ  南山城の霊場めぐり
　南山城の三十三所霊場は、海住山寺にゆかりを持つ如範という禅
宗のお坊さんがまとめたものです。そのためでしょうか、瓶原の海住
山寺本堂を第一番、中興解脱房貞慶の奥ノ院(老宿坊)を第二番として
始まります。巡礼の範囲は、加茂、木津、精華、京田辺、井手、山城と南
山城の中で完結しています。いずれも観音像を祀る寺院やお堂です
が、海住山寺の２躯の十一面観音像はともに平安時代のもので、重要
文化財に指定されています。
　第三番は、木津川を越えて兎並の燈明寺(廃寺)を巡礼します。現在
は、寺跡を管理する川合京都仏教美術財団の管理する収蔵庫に５躯
の観音像が祀られています。
　第八番の木津清水の大きな五輪塔(重要文化財)の近くにあった観
音堂や、第三十二番の山城町椿井の松尾神社に隣接していた伝香寺
などは、災害や政治的な環境の変化によって存在自体がわからなく
なっています。このように、現在は廃寺になっているところも多く、明
治以降にお寺を維持できずに、近くの寺院に統合されたり、消滅した
ところも見られます。
　祀られている観音像もさまざまです。もちろん、国宝や重要文化財
に指定されるような古仏や寺院創建時に因縁を持つ観音像も多く、木
彫仏が主流ですが、第九番の市坂の動(ゆるぎ)観音堂にある大永四
年(1524)銘を持つ石造十一面観音像や、第二十八番の綺田の国見
観音は、鎌倉時代の石造聖観音像です。
　この観音巡礼は、現在でもお詣りできるところもありますので、訪
ねられてはいかがですか。

第十七番

第十八番

第十九番

第二十番

第二十一番

第二十二番

第二十三番

第二十四番

第二十五番

第二十六番

第二十七番

第二十八番

第二十九番

第三十番

第三十一番

第三十二番

第三十三番

長福寺

観音堂

恵日寺

念仏寺

大御堂

観音寺

日光寺

蓮花寺

東福寺

栄福寺

観音寺

観音堂

蟹満寺

福王寺

蔵王堂

伝香寺

泉橋寺

菱田

宮ノ口

江津宮

出垣内

普賢寺

興戸

北谷

飯岡

水無

井手山

石垣

綺田国見

綺田

平尾

神童寺

狛　松の尾

地蔵の前

(精華町大字菱田小字十の坪)

(京田辺市宮津白山)

(京田辺市宮津佐牙垣内)

(京田辺市三山木小字南垣内)

(京田辺市普賢寺下大門)

(京田辺市興戸宮前)

(京田辺市三山木天神山)

(京田辺市飯岡南原)

(井手町大字井手小字玉ノ井)

(井手町大字井手小字東垣内)

(井手町大字石垣)

(木津川市山城町綺田柏谷)

(木津川市山城町綺田浜)

(木津川市山城町平尾西ノ辻)

(木津川市山城町神童子不晴谷)

(木津川市山城町椿井松尾)

(木津川市山城町上狛西下)

十一面観音

十一面観音

千手観音

聖観音

十一面観音

聖観音

聖観音

十一面観音

聖観音

千手観音

十一面観音

聖観音

聖観音

十一面観音

聖観音

聖観音

聖観音

廃寺(西方寺に引継ぎ)

廃寺(西念寺に引継ぎ)

廃寺(重要文化財の観音像は寿宝寺に引継ぎ）

如意輪観音像が伝わる。

国宝

廃寺(光照寺に引継ぎ)

廃寺(壽宝寺に引継ぎ)

廃寺(西福寺に引継ぎ)

廃寺(地蔵院に引継ぎ)

廃寺(西福寺に引継ぎ)

観音堂廃棄(観音像は本堂に安置)

廃寺(十輪寺に引継ぎ)

廃寺（引き継ぎ仏など不明)

第二十九番 境内整備で無くなった蟹満寺観音堂 第三十二番 伝香寺旧跡

巡番 寺院名 所在地 霊場仏 備考
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南山城三十三所観音霊場の分布図
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EVENT
　CALENDAR

●けいはんなプラザ・プチコンサート

「Jazzの夕べ」
ジャズクラブの魅惑のステージが、
けいはんなプラザにやってきます。

出演者:　　西脇千花(ヴォーカル)杉浦潤(ピアノ)
　　　　　 石井孝宏(ベース)木曽稔之(ドラム)
曲　目:　　L・O・V・E 、Take the A train　ほか
同時開催:　屋外の日時計広場で、「とどけ北極星に　
　　　　　 けいはんなの光　2016」が開催され、
　　　　　 屋台の出店などがあります。

● 一般の皆様へ

日時: 8月5日（金）
　　  第１部18:00～18:40
　　  第２部19:00～19:40
　　  第１部と第２部は別の曲を演奏予定
場所: けいはんなプラザ
　  ホワイエ(屋内)
料金:  無料
申込:  不要

主催・問合せ:
けいはんなプラザ・プチコンサート実行委員会
TEL0774-95-6128

7 July けいはんなプラザのイベント詳細はホームページをご覧ください。  https://www.keihanna-plaza.co.jp/ 

● 一般の皆様へ 8 August

●けいはんな映画劇場

　「ベトナムの風に吹かれて」
60歳をすぎて第二の人生を歩もうとする団塊世代に向けた「大人の青春映画」が誕生。
夢を追い、挫折を知った若かりしころ。喜びも悲しみも受け入れて今がある…
そんな人生の素晴らしさをうたいあげる感動作！
監督： 大森一樹　出演： 松坂慶子 草村礼子 奥田瑛二 柄本明 ほか
2015年／日本 ベトナム　原作： 小松みゆき著「ベトナムの風に吹かれて」（角川文庫刊）　

上映日時（1時間54分）

7月16日（土）　　
7月15日（金）　　10：30～12：24　13：30～15：24　18:30～20：24　

10：30～12：24　13：30～15：24　16:15～18：09

石井孝宏

西脇千花

杉浦潤

木曽稔之

7月15日（金）（１回目終了後）１２:４５～１3:１０
★１回目上映、２回目上映　のいずれかをご鑑賞の方が対象です。
★15日（金）の２回目は１２時３０分に開場いたします。

●第281回けいはんな映画劇場 特別企画
　映画「ベトナムの風に吹かれて」大森一樹監督 舞台挨拶決定！

【料金】 ※当日券のみ  一般1,000円
小・中学生、シニア（60歳以上）700円
けいはんなプラザ友の会会員700円

大人の青春映画「ベトナムの風に吹かれて」。
べトナムでの撮影の様子や、松坂慶子さんはじめ出演者との撮
影エピソード、主人公と同世代として思う「介護」や「これからの
人生」についてなど、ざっくばらんにお話しいただきます。

チケット取扱い先:　(株)けいはんな（けいはんなプラザ３階）
　　　　　　　　　　SC TICKET／ http://www.sound-c.co.jp/ticket/
　　　　　　　　　　ローソンチケット（Lコード56075）
　　　　　　　　　　チケットぴあ（Pコード450-711）
　　　　　　　　　　イープラス／http://eplus.jp

●第１８回東京０３単独公演

「明日の風に吹かれないで」
第２回キングオブコント王者！
趣向を凝らしたコントで観客を引きつける、３人の創り出す世界＜人間模様＞。
満足度満点間違いなしの絶品コントをどうぞお楽しみください！

●けいはんなプラザ・プチコンサート夏休みスペシャル

「華麗なるオペラのひととき」
出演者:   オペラ・アンダンテ(ソプラノ2人、メゾ・ソプラノ2人)
　　　　 西村奈菜(ピアノ)　
曲　目:　モーツァルト／オペラ“フィガロの結婚”より
　　　　 『手紙の二重唱』
　　　　 ビゼー／オペラ“カルメン”より『ハバネラ』 ほか
　　　　 ※曲目は変更になる場合があります オペラ・アンダンテ西村奈菜

日時: 7月27日（水）
　　 12:15～13:15
場所: けいはんなプラザ
　  アトリウムロビー
料金:  無料
申込:  不要
主催・問合せ:
けいはんなプラザ・プチコンサート実行委員会
TEL0774-95-6128

日時: 7月23日（土）
　　   17:30開場
　　  18:00開演
場所: けいはんなプラザ
　 メインホール

料　金: （全席指定・税込） 一般5,400円
販売日: 一般発売2016年6月25日(土)(窓口販売・電話予約：午前10時～）
　　　　  ※未就学児入場不可
　　　　  ※完売した場合、当日券の販売はございません。
問合せ:　　サウンドクリエーター TEL06-6357-4400
　　　　　(株)けいはんな TEL0774-95-5115 （平日10：00～17：00）
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ベンチャーズ ジャパン・ツアー 2016

関西文化学術研究都市7大学連携

「市民公開講座2016」

日時: 8月5日（金）
　　 17:30～20:30(雨天の場合後日に延期)
場所: けいはんなプラザ
　  日時計広場及びステージ
問合せ:　(株)けいはんな内 日時計レーザーの会事務局
　　　　 ＴＥＬ0774-95-5118

日時: 8月26日（金）・9月2日（金）・9日（金）
　　 13:00～17:00
場所: 国立国会図書館関西館内 大会議室
料　金:　無料
申　込：　要（お申し込みは機構HP
　　　　　　　　　　　　　　http://www.kri.or.jp/から）
後　援：　（公財）国際高等研究所、(株)けいはんな
問合せ：　（公財）関西文化学術研究都市推進機構
　　　　 「市民公開講座2016」担当　TEL0774-95-5105 
 

日時: 8月6日（土）
　　 16:30開場
　　 17:00開演
場所: けいはんなプラザ
　  メインホール

●日時計レーザーイベント

「とどけ北極星に
  けいはんなの光 2016」

上映日時（1時間48分）

8月27日（土）　　
8月26日（金）　　10：30～12：18　13：15～15：03　18:30～20：18　

10：30～12：18　13：15～15：03　15:45～17：33

ジェリー・マギー (G) / リオン・テイラー (Ds) / ボブ・スポルディング (G) / イアン・スポルディング(B)

チケット取扱い先:　(株)けいはんな（けいはんなプラザ３階）
　　　　　　　　　  ローソンチケット（Lコード55687）

チケットぴあ（Pコード294-036）
CNプレイガイド／ＴＥＬ0570-08-9999
イープラス／http://eplus.jp

【料金】 ※当日券のみ  一般1,000円
小・中学生、シニア（60歳以上）700円
けいはんなプラザ友の会会員700円

料　金: （全席指定・税込） 一般6,000円
　　　 けいはんなプラザ友の会（プレミア会員）5,800円
              ※未就学児入場不可
　　　　  ※完売した場合、当日券の販売はございません。

主　催:　 株式会社けいはんな／FM COCOLO

問合せ:　   サウンドクリエーター TEL06-6357-4400
　　　　　(株)けいはんな TEL0774-95-5115 （平日10：00～17：00）

地元地域の皆様による多数の子供向け縁日や
屋台の出店などを企画しております。

けいはんな学研都市の7大学が連携し、
開催する市民向け公開講座です。

●けいはんな映画劇場

　「家族はつらいよ」
「男はつらいよ」から20年。山田洋次監督が贈る、待望の喜劇！
妻が欲しかった誕生日プレゼントは――「離婚届」！？一家に突然降りかかった、まさかの“熟年離婚”騒動に、家族全員大慌て！！
監督： 山田洋次　出演：橋爪功 吉行和子 西村雅彦 夏川結衣 ほか
2016年／日本

※その他、右記の開催予定があります。●ｅ2未来スクエア見学会（けいはんなラボ棟11階）●けいはんな分野融合・販路開拓事業のニーズ説明会

第１１回けいはんなビジネスメッセ
けいはんな学研都市の企業・研究機関・大学などが

新製品、新技術を紹介する

● 一般の皆様へ 8 August

● 企業の皆様へ 10 October

日時：10月13日（木）
　　 10:00～17:00
場所： けいはんなプラザ
        イベントホール
　　大会議室「ナイル」他
問合せ: けいはんなビジネスメッセ事務局
           ＴＥＬ0774-98-2230
　　　  Ｅ‐mail:messe2016@kri.or.jp

ビジネスマッチング展示会
100を超える企業等が参加予定

時間: 10:00～17:00
会場: けいはんなプラザ1階イベントホール、アトリウム、メインホールホワイエ
特設展示エリア:人にやさしいロボットたち（仮）（ロボット展示・体験コーナー）

時間: 10:00～12:30（予定）
会場: けいはんなプラザ3階大会議室「ナイル」
定員: 200名　料金: 無料　申込:  要（7月よりＨＰ上で受付開始予定）
基調講演: 同志社大学赤ちゃん学研究センター センター長　小西 行郎 氏
　　　　 大阪大学サイバーメディアセンター 教授　松岡 茂登 氏

※近鉄京都線・新祝園駅と近鉄けいはんな線・
　学研奈良登美ヶ丘駅より無料のシャトルバスを運行します。

●

●

●
けいはんな
イノベーションフォーラム

けいはんなプラザ
　　ラボ棟ツアー

飛躍的な成長の可能性を秘めているベンチャー企業や
最先端技術を有する研究所などのラボ棟入居企業見学ツアーを開催

ビジネスマッチング展

主催：(公財 ) 関西文化学術研究都市推進機構
　　　国立国会図書館関西館、奈良先端科学技術大学院大学
　　　同志社大学、同志社女子大学、大阪電気通信大学
　　　関西外国語大学、京都府立大学、奈良学園大学
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国立国会図書館関西館
国立国会図書館関西館の閲覧室
と書庫は地下にありますが、外壁
はガラスで覆われ、光あふれる透
明感のある施設です。芝生の間を
通って建物に入ると、表紙写真の
大きな階段から階下の閲覧室へ
と導かれます。閲覧室は、自然の
風景が再生された中庭に面し、天
井からは光が巧みに取り入れら
れ、明るく開放的な空間です。

表紙写真

○編集・発行　公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構
　　　　　　 関西文化学術研究都市建設推進協議会
　　　　　　 〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台1-7
　　　　　　 けいはんなプラザ・ラボ棟3階
　　　　　　 TEL.0774-95-5105 FAX.0774-95-5104
○ホームページ　http://kri.or.jp/　
○けいはんなポータル　http://keihanna-portal.jp/
○制作・印刷　株式会社チャンピオンシップス
　　　　　　　  
　　　

けいはんな学研都市
(関西文化学術研究都市)

編集後記
　特集でご紹介しておりますように、けいはんな学研都市は新たなステージを
迎え、「高度な都市運営」の体制と都市の概ね10年間の方向を示す「新たな都
市創造プラン」が決定されました。「新たな都市創造プラン」では、大きく4つの
取り組みを展開することが決められており、その中の一つ「都市運営」において
は、情報の集約と発信は大変重要な取組みとなっています。今までも、「けいは
んなＶｉｅｗ」において、けいはんな学研都市に関する様々な情報を発信してきま
したが、これからも立地機関の皆さまと連携しながら、「けいはんなＶｉｅｗ」や「け
いはんなポータル」等でけいはんな学研都市の魅力を伝えていきたいと思いま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。(鴻)

　世界的に人気の高い国際自転車ロードレース、ツアー・オブ・ジャ
パン（TOJ）の京都ステージが5月30日に開催され、国内外から
強豪プロチームが集まりました。前夜の冷たい雨がレース前には
からりと上がり、平日の月曜日であったにもかかわらず、主催者が
想定していた3万人を上回る5万人以上の観客が集まり、盛大な
盛り上がりを見せました。
　京都ステージは今回初開催で、けいはんな学研都市のほぼ中
央部分にあたる京田辺市と精華町をまたぐ周回コースを6周半、
合計105kmを94人の選手たちが個人のタイムを競います。田
んぼの広がるのどかな道や、民家の軒先すれすれを通る狭い道、

研究機関の近代的な建物が
立ち並ぶ精華大通りなど、
自然豊かなけいはんな学研
都市ならではの変化のある
ダイナミックなコースを、カ
ラフルなジャージに身を包
んだ選手たちが駆け抜けま
した。

　レース観戦の最大の醍醐味は、40ｋｍ/hに迫る平均速度で繰
り広げられるチーム同士のかけひきを間近で感じたり、選手の息
遣いが聞こえるほどすぐ近くで応援できること。全国から駆け付
けたサイクリング愛好家から近隣の住民、地元小学生が一緒に
なって沿道で応援しました。
　今回、成功裏に終わった京都ステージのコースは、魅力あるサ
イクリングロードとして今後サイクリストが増えることが予想され
ます。地域貢献のひとつのツールとしての国際レースの継続開催
は、地元住民の協力なしには成り立ちませんが、同時に地域を走
るサイクリストのマナー啓蒙も高めていく役目を担っています。
住民と自転車愛好家双方にとって、安全で気持ちの良い賑わいづ
くりが今後も期待されます。

け
い
は
ん
な
の
話
題

ViewView

2016.06
Vol.30

けいはんな学研都市 広報誌
【けいはんなビュー】

「ツアー・オブ・ジャパン」京都ステージ 初開催

Utilizing 100％ post-consumer
recycled paper pulp


